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NPO法人 森づくり奈良クラブ  ＜会報 47号＞    平成 23年 10月 5日発行 

事務局： （財）奈良県緑化推進協会内 

〒630-8301 奈良市高畑町 1116-6 

TEL 0742-24-0200  FAX 0742-24-2110 

メールアドレス: gvnc@nifty.com 

ホーム ページ： http://homepage2.nifty.com/gvnc 

●主な活動の記録 （7月～9月）                                                  

7月 1日（金）  森林作業体験学習  辰市小学校 

同校の課外活動の一環として、5年生約 60名が参加。奈良市青少年野外活動センターで施され、当クラブ員 7名

が指導。生憎の雨のため、全員での作業体験の予定を変更し、リーダー6名にしぼり体験することとなった。 

まず全員で森林の働きや間伐の意義についての説明を聞き、6名が指導者と共に隣接のヒノキ林（28年生）へ移

動。他は作業手順の説明を受けながら見学。予め選木された木を木挽きノコで切倒し、枝払いを行った。倒し方、ノ

コの使い方の指導を受けながら、足を踏ん張り、腰をすえて繰り返し挽くうちに、序々にスムーズな動きが出来るよ

うになった。倒した後、枝払いをし、２ｍぐらいに玉切り（これは時間の関係上指導者がチェンソーで）、これを担い

で皆の所へ運び込み、待ち受けていた全員で皮むき。むきたての木肌に触れ、気持ちのよい感触を楽しみ、一部

は輪切りしたものを持帰った。                                                      

受け口づくり              枝 払 い           搬  出            皮むき 

    

7月 9日（土）  定例活動  矢田山遊びの森 

30数名が参加。 午前は大半が「万葉の森」植栽地での下草刈りを実施。一部は本年 2月にシイタケを植菌、炭窯

近くで仮ふせをしておいたホダ木 30本のふせこみするため、「シイタケ銀行」で 6年を越え役目を終えた古いホダ木

を廃棄し（一部はカブトムシの幼虫を育てるため再利用）場所の整理を行い、午後から皆に手伝ってもらい一本づ

つ手送りで運び込んだ。                                                       

この後駐車場周辺のツツジの剪定や、クラフトの材料づくりや、18日県主催の”山の日・川の日”イベントの協賛と

してクラフトを実施するための準備を行った。 

7月 18日（月）  森林体験山もり・てんこ森 

第 35回全国育樹祭記念「山の日・川の日」普及啓発推進事業として県主催で開催され、盛りだくさんのイベントが

奈良県野外活動センターで催され、当クラブも協賛してクラフトづくりの指導を 9名で行った。 

近づく台風の影響で雨天にかかわらず、参加してくれた子どもたちとその保護者に、ジージーゼミと竹笛づくりを指

導。いつもなら出来上がったジージーゼミを振り回し賑やかな鳴声があちらこちらでするところながら、あいにく湿気

が高いためか共鳴部分である和紙が湿ってうまく鳴かなかったが、竹笛は湿気に影響なく両端の切り口を指で閉じ

たり、開いたりして音の変化を楽しんでいた。                                                                                                                             

http://homepage2.nifty.com/gvnc
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7月 23日（土）  森林作業・料理体験とクラフト①  「山と森の月間」協賛イベント                   

一般の参加を募って矢田山遊びの森で開催。応募者多数につき、抽選で選ばれた子どもとその保護者合わせ 31

名と当クラブ員 20数名が参加。 

開会式でイベントの趣旨と内容の説明の後、料理体験館でカレーづくりの下ごしらえを 2班に分かれ体験。子ども

たちは慣れない手つきで包丁やピーラーを使って具材のジャガイモ、ニンジン、タマネギ、トマトの皮を剥き、手ごろ

な大きさに切り分けてから、かまどで薪を焚いて釜でご飯を炊く様子を見学。 

次いでカレーが出来上がる間を利用しての森林作業体験。ヘルメット・手袋を着用し、カマを持って近くの植栽地へ

移動。カマの使い方・注意を聞いて植栽木の周りの下草刈りを行った。ところによっては子どもたちの背丈より高く

伸びたものもあったが、分け入って刈り取った。 

昼食のカレーをお腹一杯食べ、午後からはクラフト。木の輪切りを使っていろいろなモクマルくんづくりを楽しんだ。 

最後に今後の活動の参考とするため、一般参加者にアンケートに記入してもらい解散。                                     

下ごしらえ                   ―下草刈り作業体験―               作品を手に

    

8月 13日（土）  森林作業・料理体験とクラフト②  「山と森の月間」協賛イベント 

昼過ぎの気温が 36度近くまで上がった今夏最高の猛暑日となったこの日、二回目のイベントを矢田山遊びの森で

開催。                                                                  

一般の参加希望者は一回目を上回る定員の 2倍をゆうに超える応募があり、厳正なる抽選の結果選ばれた 17組

の親子合わせ 49名（一部子供だけの参加もあり）と当クラブ員 27名が集った。 

イベントの趣旨・行事予定の説明を受け、まず森林作業として下草刈りのため各自ヘルメット・軍手を着用し、植栽

地である”野鳥の森”へ。 2班に分かれ各リーダーから、カマの使い方・作業内容を聞き、植栽木の周りの草を丁

寧に刈り取った。休憩をはさみ小一時間、この間希望者がノコギリでのもやかき・除伐作業を体験。 

この後、ピザづくりのため料理体験館へ。生地を麺棒を使い台紙にあわせ丸く拡げ、ソースをぬり各自好みのトッ

ピング（トマト・チーズ・ピーマン・ベーコン等）をし、順に焼いてもらい、昼食のおにぎりと一緒に食した。 

午後のクラフトは、木の輪切りを使ってのモクマルくんづくり。思い思いのフィギャーを形づくり、マーカーで色づけし、

首からかけられるようにひもを付けて出来上がり。ほとんどが二つ以上を作った。                    

イベントについての感想をアンケート用紙に記入してもらい全ての予定を終了。 

夏休みの楽しい思い出となり、又これを機会に今後の活動への参加を願いながら解散。                      

下草刈り                もやかき           トッピング            クラフト
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8月 20日（土）  「森の学校」 クラフト・自然観察の指導 

「山と森の月間」協賛イベントの一環として、二上山ふるさと公園で、県中部農林振興事務所が主催され、同事務

所よりの要請で当クラブは指導者 3名を派遣。 

葛城市広報「かつらぎ」でのPRが効いたのか、参加者の出足は上々で、受付前には多数の列が出来開始の 10時

を待った。 

子ども達は受付で手渡された同事務所作成の森林における動植物の生態等に関する森林環境クイズの問題用紙

を持って、用意された多数のパネルを見ながら解いていった。クイズをやってはじめてクラフトづくりに参加出来るこ

ととなるため、皆真剣に答えを探し、ほとんどが満点の出来。 

クラフトは竹を使ったジージーゼミと笛づくりに挑戦。いづれも音を出して遊べるものゆえ、作り終えるとボンドが乾

くのを待って、早速あちらこちらで音色を響かせ楽しんだ。 

午後、一時雨に見舞われたにもかかわらず、参加者は終了までひきもきらず、子ども・保護者合わせ 300名近くに

達した。 

この間、午前・午後一回づつそれぞれ 20名ばかりが、森林インストラクターでもあるクラブ員の案内で自然観察の

ため裏山に入った。                                                            

答え探し                採点待ち            作 製 中          自然観察

    

8月 27日（土）  定例活動  矢田山遊びの森 

処暑が過ぎたもののまだ暑い中、午前は”野鳥の森”植栽地で下草刈り。数ヶ所で蜂の巣を発見。ハチを刺激しな

いように離れた作業を実施。 

午後は、県森林整備等普及活動支援事業の一環として、ヒノキの間伐材を利用してのベンチづくり、10月から始め

る FV連の特定事業ー間伐と間伐材の利活用での間伐予定地である炭窯近くのヒノキ林での準備作業として下草

刈りや、竹炭づくり、道具の手入れを手分けして行った。 

11月平城宮跡で開催される第 35回全国育樹祭のサポートボランティアの派遣を同準備委員会より要請を受け、

各会員に呼びかけが行われ、早速多くが参加者リストに書き込んだ。 

ベンチづくり           竹炭づくり             下草刈り 
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8月 31日（水）  平城宮跡特別保存地区整備  

奈良阪町の元明天皇陵西に隣接の県有地。はびこる竹の除伐と、10月はじめに子どもたちを集めてのイベントの

開催を予定しており、会場づくりのための準備として、草刈り並びに倒 木の処理を 5名で行った。 

9月 10日（土）  定例活動  矢田山遊びの森 

30名弱が参加。前回の定例に引続き、午前中”野鳥の森”下草刈りと竹炭焼きを実施。 

午後からは、間伐材を利用してのベンチづくりと、FV連特定事業の間伐準備として、作業地の下草刈り。途中スス

メバチの巣に遭遇、早め作業を切り上げた。あいにくハチに刺された 2名が処置のため病院へ。 

9月 23日（金）  「緑の募金」街頭募金活動 

東日本大震災の影響で、延期されていた街頭募金活動を近鉄奈良駅前で実施。ミス奈良 3名、奈良県ガールスカ

ウト 19団約 15名、県関係者多数と（財）奈良県緑化推進協会と当クラブより 7名が参加。 

今回は、先の台風 12号で甚大な被害を被った大塔・十津川地区の復興を緑の再生面から支援すべくこの募金が

当てられることもあり、風船・花の種・ティッシュ等を配布しながら力のこもった呼びかけを昼いっぱいまで続けた結

果、多くの協力を得た。 

―募  金  活  動  風  景―                    小さな善意              

     

9月 24日（土）  定例活動  矢田山遊びの森 

初参加一名を含め 24名が参加。残暑一変秋晴れ、爽やかな気分で活動開始。 

朝礼で、前回定例活動時ススメバチに遭遇、2名が被害にあった状況を説明。これからハチの活動が活発になる

ので、皆が気をつけるようにとの注意があり。 

午後、3・4名で蜂の巣の始末に出かけるが、1名が返り討ちにあう。応急処置と県立病院での治療もあり、翌日に

は痛み・腫れともひいていた。巣は土を掛け始末をするが何匹かは飛来。念のため、県からハチ処理のプロに来て

もらい確認、処理をしてもらうこととした。 

2回にまたがって火入れをした竹炭づくり、出来上がりは 7割方の仕上がりで安堵する。反省、もう１～2時間蒸ら

せばと・・・ 

森林活動は、野鳥の森（景観林造成地）の下草刈りと、隣接の竹林の伐採作業、無事終わる。しかしまだ暑く汗だ

くとなった。 

新加入者紹介             下草刈り          蜂の巣の処理        竹炭の焼き上がり 

    


